
滋賀県で野鳥糞便から 
低病原性鳥インフルエンザウイルス検出！ 

 ３月１５日に滋賀県長浜市で採取された野鳥糞便から低病

原性鳥インフルエンザウイルス（H7N9亜型）が検出されま

した。まだ国内の渡り鳥等は自然宿主としてウイルスを保持

しています。 
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 韓国、台湾等の近隣諸国では、依然、高病原性鳥インフルエ

ンザ(HPAI)の発生が続いています。 

 過去には4月でも、国内の家きん農場で高病原性鳥インフル

エンザが発生しています。 

 気を緩めず、引き続きネズミを含めた野生動物の侵入防止対

策や石灰散布など、防疫対策の徹底をお願いします。 

近隣諸国でのHPAI発生状況 
(H28.11以降) 

 
 
 
 

 
 
 
 

＜韓国＞ 
(H29.3.28 時点) 

・発生件数：377件(H28.11以降) 
・殺処分羽数：3,749万羽 
・野鳥での検出：65件 
 
＜台湾＞ 

(H29.3.29 時点) 

・発生件数：113件(H28.1以降) 
 

・採取日：H29.3.15 
・採取場所：滋賀県長浜市 
・検体：野鳥糞便 1検体 
・ウイルス亜型：H7N9 


